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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

 

1. 当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール 

研究活動 

 
2023年度 

(10ヶ月) 
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 

研究題目 1「メタン排出削減型水管理システムを構築し、間断灌漑を高度化する。」 

活動 1-1 気候

変動の影響を考

慮した水文環境

を把握する。 

マイルストーン  
 

 
 

  

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-2 ICTを

活用した用水・

排水システムを

構築する。 

マイルストーン   

  

 
 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-3手動に

よる用水システ

ムを構築する。 

マイルストーン       

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-4 メタ

ン排出削減型水

管理システムの

適切な実施のた

めの意思決定支

援アプリケーシ

ョ ン を 構 築 す

る。 

マイルストーン   

  

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-5 メタ

ン排出削減型水

管理システムの

運用・管理及び

意思決定支援ソ

フトのトレーニ

ン グ を 実 施 す

る。 

マイルストーン   

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

題目 2「メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法を開発する。」 

活動 2-1 タワ

ー観測によるメ

タン排出量モニ

タリング手法を

確立する。 

マイルストーン      
 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

観測機器
設置 

水文モデル
の構築 

水文モデル 
の検証 

間断灌漑シス
テムの開発、

排水状況の評
価 

間断灌漑シ
ステムの現

地実装 

排水シミュ

レーション 

間断灌漑の
達成と検証 

調査サイトの

決定 
間断灌漑の

実施 

支援システ
ムの開発 

支援システ
ムの確立 

支援システ

ムの検証 

農民水利組
合の組織化 

農民水利組
合による施

設の管理 

手法の確立 間断灌漑で
の観測達成 
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活動 2-2移動プ

ラットフォーム

を用いたメタン

排出量モニタリ

ング手法を開発

する。 

マイルストーン    
 

 
 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 2-3 リモ

ートセンシング

によるイネ水分

ストレスと田面

水位の観測に基

づくメタン排出

量推定手法を開

発する。 

マイルストーン   

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 2-4広域的

水田水管理に適

したMRV方法論

を作成する。 

マイルストーン    

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

題目 3「メタン排出削減型水管理システムが環境と農家経済へ与えるインパクトを評価する。」 

活動 3-1 メタ

ン排出削減型水

管理システム評

価のためのミク

ロデータを取得

し、データベー

ス化する。 

マイルストーン    

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 3-2 メタ

ン排出削減型水

管理システムの

ライフサイクル

評価を行う。 

マイルストーン    

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 3-3間断灌

漑の普及のため

に灌漑水田を分

類する。 

マイルストーン   
 

  
 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 3-4炭素ク

レジットを創出

するためのプロ

ジェクトを形成

するとともに創

出したクレジッ

トの農家のため

の活用計画を策

定する。 

マイルストーン   

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

手法の開発 観測の実現 

観測データ

の集積 手法の開発 

データ収集

の完了 
MRV 方法論
の完成 

導入前のデ

ータベース
化の完成 

導入後のデ

ータベース
化の完成 

導入前のイ
ンベントリ

分析の完了 

導入後のイ

ンベントリ
分析の完了 

LCAの
完了 

灌漑水田の

分類化 
分類した灌漑水田に対する間断

灌漑の適用条件・方法の提案 

間断灌漑の

導入にかか

る合意形成 

プロジェク

ト設計書の

作成 
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(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

 2023年10月15日～11月4日に実施された詳細計画策定調査において、カンボジア農林水産省（MAFF）

大臣より、カンボジア全土で活用可能な技術の開発についての要望があり、これを踏まえて、「活動 1.3. 

手動による用水システムを構築する」、「活動 3.3. 間断灌漑の普及のために灌漑水田を分類する」が追

加された。 

 

2. 計画の実施状況と目標の達成状況（公開） 

(1) プロジェクト全体 

 国内の共同研究機関およびカンボジア側の王立農業大学、カンボジア工科大学との連携を密にし、共

同研究を実施するための体制を整備するとともに、R/D・CRAの早期締結に向けた協議を行った。特にカ

ンボジアでは、2023 年 7 月 23 日に総選挙が実施され、これに伴う行政機関の幹部の交代など、混乱も

想定されたが、関連する情報収集に努め、予定どおり R/D・CRA を締結した。本研究では、農家の水田を

研究に使用することから、早期に関係者の合意を得るべく、研究内容を関係する地方行政機関および農

家に説明するための農民水利組合ミーティングを 2023 年 9月 22 日（金）に開催した。 

  
写真 1 農民水利組合ミーティング開催状況(1) 写真 2 農民水利組合ミーティング開催状況(2) 

 

(2) 各研究題目 

(2-1)研究題目 1：「メタン排出削減型水管理システムを構築し、間断灌漑を高度化する。」 

研究グループ 1（リーダー：進藤惣治（国際農研）） 

研究グループ 1（サブリーダー：中矢哲郎（農研機構）） 

①研究題目 1の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

 既存の水文データを収集し、観測機器設置個所を概定した。現地水田の減水深の調査を行うとと

もに、用水路の流量観測などにより灌漑実態の調査を行った。あわせて、排水状況についても現地

調査により確認するとともに、農家へのインタビュー等を通じ、水利組合の活動状況や営農状況等

を把握した。水利組合については、組織はあるものの、活動実態はほとんどないことが明らかとな

った。 

 2023 年 9 月 22 日（金）に開催した農民水利組合ミーティングでは、計画している水管理システ

ムの概要を説明するとともに、関係者との意見交換を行った。新たな水管理システム導入に対して

は、期待する声や肯定的な意見が多かった。 
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写真 3 水田の減水深の調査状況 写真 4 水路の流量観測状況 

 

②研究題目 1 の当該年度の目標の達成状況と成果 

 暫定期間の目標については、概ね達成できた。すなわち、既存の水文データの収集と観測機器設

置個所を概定した。現地調査、農家へのインタビュー等を通じ、現地の灌漑実態および排水状況、

営農状況を把握した。農民水利組合ミーティングを開催し、農家および関係機関に対し、プロジェ

クトの概要を説明した。 

③研究題目 1 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

 2023 年 10～11 月に実施された詳細計画策定調査において、カンボジア側から、重力灌漑地区に

おいても間断灌漑を導入し、普及に向けた課題を検証することを求められ、「活動 1.3. 手動による

用水システムを構築する」として追加した。本活動については、2024 年度に対象となる地区を選定

し、2025 年度から間断灌漑を実施することとした。 

④研究題目 1 の研究のねらい（参考） 

 モデル地区においてメタン排出削減型水管理システムが確立される。 

⑤研究題目 1 の研究実施方法（参考） 

 対象地区において、1)気候変動の影響を考慮した水文環境を把握する。2)ICT を活用した用水・排

水システムを構築する。3)手動による用水システムを構築する。4)メタン排出削減型水管理システ

ムの適切な実施のための意思決定支援アプリケーションを構築する。5)メタン排出削減型水管理シ

ステムの運用・管理および意思決定支援ソフトのトレーニングを実施する。 

 

(2-2)研究題目 2：「メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法を開発す

る。」 

研究グループ 2（リーダー：南川和則（国際農研）） 

①研究題目 2 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

 現地の風向等の気象条件を解析するとともに、圃場単位での肥培管理および電源確保に関する情

報収集を行い、タワー設置場所及び高さを決定した。チャンバー法を用いて CH4と N2O 排出量の観測

と収量調査を隣接する 5 圃場で実施し、水管理以外の肥培管理に起因する排出量や収量の空間変動

の要因を把握した。また、カウンターパートへの技術移転に関連し、現地においてドローン画像解

析の講習を実施した。 
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写真 5 タワー設置場所の調査状況 写真 6 多筆 GHG 観測の実施状況 

 

②研究題目 2 の当該年度の目標の達成状況と成果 

 暫定期間の目標については、概ね達成できた。すなわち、現地調査からタワー設置に関する詳細

を決定するとともに、多筆観測試験による GHG 排出量の空間変動を把握した。また、現地カウンタ

ーパートが、ドローン画像データの解析スキルを身に付けることができた。 

③研究題目 2 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

 2023 年 10～11 月の詳細計画策定調査を受けて決定された、重力灌漑地区おける間断灌漑の実施

に関連して、「活動 2.4 広域的水田水管理に適した MRV 方法論を作成する」の MRV 方法論の作成で

対象とすべき水管理の方法が増え、作成が複雑化した。 

④研究題目 2 の研究のねらい（参考） 

 メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法が開発される。 

⑤研究題目 2 の研究実施方法（参考） 

 対象地区において、1)タワー観測によるメタン排出量モニタリング手法を確立する。2)移動プラ

ットフォームを用いたメタン排出量モニタリング手法を開発する。3)リモートセンシングによるイ

ネ水分ストレスと田面水位の観測に基づくメタン排出量推定手法を開発する。4)広域的水田水管理

に適した MRV 方法論を作成する。 

 

(2-3)研究題目 3：「メタン排出削減型水管理システムが環境と農家経済へ与えるインパクトを評価する。」 

研究グループ 3（リーダー：渡辺守（国際農研）） 

①研究題目 3の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

LCA の適用を検討するためには、対象地区および対象農家の営農実態を把握する必要がある。そこ

で、2023 年 9月 22日（金）に開催した農民水利組合ミーティングにおいて、参集した対象農家およ

び関係機関に対し調査の趣旨および実施方法を共有するとともに、予備的な調査を実施した。 

対象農家のコメ生産に係る予備的な調査を通じて、LCA の対象となる対象農家のコメ生産に係る作

期が概ね年 2作であること（中には年 3作）、それらのコメ生産に係る種子、化学肥料、農薬の使用

状況、土地の耕耘や収穫時の農業機械の利用、さらには灌漑用水を得るための灌漑ポンプの使用実態

を明らかにすることができた。さらに、関連する農業機械の使用に関しては多くは作業を委託してい

ること、特にコメの収穫作業は業者が行い収穫したコメを買い取っていることも分かった。そのた

め、LCA の実施に当たっては、対象農家に加え、農業資材店、農業機械を扱う業者、収穫する業者等

についても情報を得る必要がある。農業資材店および農業機械を扱う業者は、対象地区の近隣に居住

している者もいることが明らかとなった。一方、収穫業者に関しては、情報が少ないことからさらな
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る調査が必要である。 

 日本の農林水産省は農業分野に係る二国間クレジット制度（JCM）の水田水管理によるメタン排出

削減の方法論開発を進めていることから、その検討状況等について、担当部署からの情報収集を行

った。 

  
写真 7 農家への聞き取り調査の実施状況 写真 8 農業資材店からの情報収集の状況 

 

②研究題目 3の当該年度の目標の達成状況と成果 

 暫定期間の目標については、概ね達成できた。対象地区および対象農家のコメ生産に係る現状を

概略把握して本プロジェクトで開発する間断灌漑技術の導入前と導入後の対比を評価枠組みとし、

LCA に必要な関連項目を概定した。そして、LCA に必要な情報の収集方法、収集先についても概ね把

握し入手が可能であることが分かった。一部の情報については、さらなる調査を要することも明ら

かとなった。炭素クレジットに関して、本プロジェクトでクレジット化の際に活用することを計画

している JCM について、日本の農林水産省における検討状況等の情報収集を開始することができた。 

③研究題目 3 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

 2023 年 10～11 月に実施された詳細計画策定調査におけるカンボジア側との協議において、カン

ボジア国内で間断灌漑を広く普及することを目指すために、国内の灌漑水田を分類し、間断灌漑の

適用性を検討してほしいとの要請を受けた。同調査団で検討した結果、「活動 3.3. 間断灌漑の普及

のために灌漑水田を分類する」を新たに実施することとなった。灌漑水田に関しては、灌漑政策の

計画立案を担う水資源気象省が所掌することから、水資源気象省と連携し情報を得る方針である。 

④研究題目 3 の研究のねらい（参考） 

 メタン排出削減型水管理システムが持続的に実施される仕組みが提案される。 

⑤研究題目 3 の研究実施方法（参考） 

 対象地区において、1)メタン排出削減型水管理システム評価のためのミクロデータを取得し、デ

ータベース化する。2)メタン排出削減型水管理システムのライフサイクル評価を行う。3)間断灌漑

の普及のために灌漑水田を分類する。4)炭素クレジットを創出するためのプロジェクトを形成する

とともに創出したクレジットの農家のための活用計画を策定する。 

 

 

Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、およびプロジェクト／上位目標達成の見通し（公開） 

 

2024 年 3 月に R/D・CRA の締結が行われ、4 月からプロジェクトが開始されることから、R/D・

CRA に沿ってプロジェクトを実施する。プロジェクトの 1～2 年目に現地の慣行栽培方法である常
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時湛水栽培についての観測、データ収集、間断灌漑を実施するための準備を行い、3～5 年目に間

断灌漑を導入し、効果を確認するというスケジュールで進める。 

プロジェクト目標「水稲の収量を低下させずにメタンの排出を抑制する広域的な水田水管理手

法、GHG の削減量をモニタリング・評価する手法の開発、社会実装」の達成に関連し、アジア開発

銀行（ADB）がカンボジアで実施する予定のプロジェクトに間断灌漑のデモンストレーションが含

まれることから、連携を行うこととしており、2023 年度は、継続して情報交換を行ったほか、2023

年 5～6 月にかけて ADB の専門家とともにお互いのサイトを訪問、現地調査を実施した。 

上位目標「アジア・モンスーン地域において水田水管理を通じたメタン排出削減が各国の NDC に

反映される。」の達成に関連し、国際機関であるメコン河委員会（MRC）と連携して間断灌漑のガイ

ダンス作成を進めている。2023 年 5 月 30 日（火）、カンボジア国の首都プノンペン市において、

MRC が作成中の間断灌漑のガイダンス第 1稿を MRC 加盟国（カンボジア、ラオス、タイ、ベトナム）

で共有し議論すること、および国際農研が行っている間断灌漑に係るプロジェクトの進捗を紹介

すること、などを目的として、間断灌漑に係る地域会議を共催した。本会議には、MRC 事務局、MRC

加盟各国の農業・灌漑担当者、ADB 専門家および国際農研から対面／オンラインでの参加を含め総

勢 25 名が参加した。会議では、MRC 事務局計画部農業灌漑専門家より同会議の趣旨が述べられた

のち、MRC 事務局の専門家から間断灌漑のガイダンスの第 1稿の要点が説明された。説明後の議論

では、すべての加盟国から案を支持する旨が表明されるとともに、農家への適用について、トレー

ニングやデモンストレーションの重要性が指摘された。国際農研（南川主任研究員）より、間断灌

漑の概要と普及アプローチ、水田水管理によるメタン排出削減を通じた炭素クレジット獲得のた

めの方法論の現状と課題、国際農研がカンボジアで取り組んでいる広域水田水管理によるメタン

排出削減のための研究の進捗およびカンボジアで開始する SATREPS プロジェクトの概要を紹介し、

各 MRC 加盟国から関心が示された。 

今後も引き続き、国際機関も含めた関係者との連携を行うことにより、プロジェクト目標および

上位目標の達成に向けてプロジェクトをマネジメントしていくこととしたい。 

  
写真 9 ADB 専門家との現地調査 写真 10 MRC 地域会議開催状況 

 

 

Ⅲ．国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 

 

・プロジェクト全体の現状と課題、相手国側研究機関の状況と問題点、プロジェクト関連分野の現状

と課題。当該課題や問題点を解決するために取り組んだ事項。 

2024 年 3月に R/D・CRA の締結が行われ、2024 年 4月からプロジェクトが開始されることとなった。
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当面の間は、プロジェクトの活動を軌道に乗せることに注力する必要がある。特にカンボジア側の代

表実施機関である王立農業大学は、SATREPS を実施するのが初めてであり、JICA の技術協力の経験も

少ないため、SATREPS および JICA の技術協力の経験を有するカンボジア工科大学の経験も共有しても

らいつつ、体制を整備していく予定である。 

農業分野をはじめとする自然由来の炭素クレジットへの注目が高まっており、特に水田水管理を通

じたメタン排出削減については、民間企業を含めた多くの関係者がプロジェクトの形成、実施に向け

た活動を行っている。国際農研も多数の問い合わせを受け、個別に対応を重ねてきたところであるが、

対応の効率化と関係者間の情報共有を図るため、「農業分野における二国間クレジット制度活用プラッ

トフォーム」を設置した。本プロジェクトでは、このプラットフォームとも連携しながら、水田水管理

を通じたメタン排出削減技術の普及・社会実装のための活動を行っていく予定である。 

 

・諸手続の遅延や実施に関する交渉の難航など、進捗の遅れた事例があれば、その内容、解決プロセ

ス、結果。類似プロジェクト、類似分野への今後の活動実施にあたっての教訓、提言等。 

 カンボジアの行政機関は、上意下達の構造となっており、トップである大臣の意向による影響を受

けることが多い。本プロジェクトにおいても詳細計画策定調査において、MAFF 大臣の意向を受け、プ

ロジェクトの内容に一部変更が加えられた。また、R/Dの締結についても MAFF の署名者がギリギリま

で決まらないなど、時間を要し、当初予定していた 2024 年 2 月中の締結が、3月にずれ込んだ。カン

ボジアでの SATREPS 実施に当たっては、実施機関となる大学や研究機関のみではなく、実施機関を所

掌する省庁とも準備段階から意思疎通を図っておくことが重要である。 

 本プロジェクトは、関係する省が多く（MAFF、教育・青少年・スポーツ省、水資源気象省、環境

省）、詳細計画策定調査の実施に当たっては、収拾がつかず混乱することも想定されたが、事前に各省

に依頼し、実務担当者をフォーカルポイント（FP）として指名してもらい、FPを窓口として各種の意

見交換、協議を実施したことから、大きな混乱もなく、M/M を締結することができた。 

 

Ⅳ．社会実装に向けた取り組み（研究成果の社会還元）（公開） 

 

農業分野における緩和策を推進する上で重要となるのは、農家の皆さんに緩和策を実行しようという

インセンティブを持ってもらうことである。このインセンティブとして、炭素クレジットが注目されて

おり、日本国政府としても国内での J-クレジット制度とともに、海外での JCM を推進している。国際農

研は、途上国における農業分野での JCM の推進を目指し、情報共有、標準化（JCM 方法論の開発）、行政

機関への協力・提言、などを行うことを目的とした「農業分野における二国間クレジット制度活用プラ

ットフォーム」を設置し、まず、「水管理の改善による水田からのメタン排出削減」を通じた JCM に関心

がある団体の参加を募ったところ、2024 年 5月時点で会員 16 団体、オブザーバー3団体となっている。 

2024 年 1 月 10 日（水）には、第 1 回会合をオンラインで開催し、会員団体およびオブザーバー、総

勢約 40 名が参加した。開会挨拶の後、参加団体の紹介、趣旨説明に続き、南川主任研究員から「水田水

管理 MRV 方法論の将来像について」の話題提供を行った。引き続き、取組み状況、関心事項、当プラッ

トフォームへの期待などについて各会員団体からの紹介、農林水産省からの情報提供をいただき、最後

に質疑応答を行った。 
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2024 年 3月 1日（金）には、農林水産省において、農林水産省政策 Open Lab 農林水産分野 JCM 活用

推進プロジェクトチーム（PT）との共催により「農業分野 JCM 活用促進に向けた官民連携構築のための

全体対話」を開催した。本会議は、農業分野における JCM 活用促進に向け、官民連携を構築することを

目的とし、農林水産省、環境省、国際農研、民間企業などから総勢約 130 名（会場約 50名、オンライン

約 80名）が参加した。会議では、まず、農林水産省と国際農研から開会の挨拶が行われ、その後、1部

として、環境省による基調講演、農林水産分野 JCM 活用推進 PTによる取り組みの発表、国際農研・南川

主任研究員による「水田水管理の測定・報告・検証（MRV）方法論に関する展望」と題した発表が行われ

た。引き続き、2 部では民間企業 4 社をパネリストに迎え、パネルディスカッションを実施し、各社の

カーボンクレジットの創出およびカーボンオフセット等の取り組みの紹介に続き、農業系・自然系のク

レジット創出における課題、カーボンクレジットの質や価格、グリーンウォッシュへの対応、JCM への

期待などについての意見交換が行われた。 

 

写真 11 第 1回会合参加者の集合写真 

 

Ⅴ．日本のプレゼンスの向上（公開） 

 

 2023 年 12 月 16日（水）付け毎日新聞（朝刊）6面で、農業分野、特に水田メタン削減による JCM に

ついての記事が掲載され、農林水産省における取組とともに、国際農研の活動が紹介された。 

 

以上 



Ⅵ. 成果発表等

（１）論文発表等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①原著論文（相手国側研究チームとの共著）　

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件
②原著論文（上記①以外）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件



③その他の著作物（相手国側研究チームとの共著）（総説、書籍など）

年度 著者名,タイトル,掲載誌名,巻数,号数,頁,年
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

④その他の著作物（上記③以外）（総説、書籍など）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

⑤研修コースや開発されたマニュアル等　

年度  研修コース概要（コース目的、対象、参加資格等）、研修実施数と修了者数
特記事項開発したテキスト・マニュアル類



Ⅵ. 成果発表等

（２）学会発表【研究開始～現在の全期間】（公開）

①学会発表（相手国側研究チームと連名）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

招待講演 0 件

口頭発表 0 件

ポスター発表 0 件

②学会発表（上記①以外）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2023 国内学会
泉太郎（国際農研）、カンボジアにおけるSATREPSプロジェクトの形成と提案過程、農業農村工学会、愛
媛大学、2023年8月31日

口頭発表

招待講演 0 件

口頭発表 1 件

ポスター発表 0 件



Ⅵ. 成果発表等
（３）特許出願【研究開始～現在の全期間】（公開）
　①国内出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する外国出願※

No.1
No.2
No.3

国内特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件

　②外国出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する国内出願※

No.1
No.2
No.3

外国特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件



Ⅵ. 成果発表等
（４）受賞等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①受賞

年度 受賞日 賞の名称
業績名等

（「○○の開発」など）
受賞者 主催団体

プロジェクトとの関係
（選択）

特記事項

0 件

②マスコミ（新聞・TV等）報道

年度 掲載日 掲載媒体名 タイトル/見出し等
プロジェクトとの関係

（選択）
特記事項

0 件

掲載面



Ⅵ. 成果発表等

（５）ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等の活動【研究開始～現在の全期間】（公開）

年度 開催日 名称
場所

（開催国）
参加人数

(相手国からの招聘者数）
公開/

非公開の別
概要

2023
9月22日

（金）
農民水利組合ミーティング カンボジア 約50名 非公開

研究内容を関係する地方行政機関および農家
に説明し、意見交換を実施

1 件

年度 開催日 議題 出席人数

0 件

①ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等

②合同調整委員会(JCC)開催記録（開催日、議題、出席人数、協議概要等）

概要



水稲の収量を低下させずにメタンの排出を抑制する広域的な水田水管理
手法、GHGの削減量をモニタリング・評価する手法の開発、社会実装

アジア・モンスーン地域において水田水管理を通じたメタン排出削減が各国の
NDCに反映される。

トンレサップ湖西部水田における広域的水田水管理
システムの確立による温室効果ガス排出削減技術の
開発と社会実装

研究課題名

泉 太郎

(国際農林水産業研究センター）

研究代表者名
（所属機関）

R5採択（令和5年6月1日～令和11年3月31日）研究期間

カンボジア王国／王立農業大学、カンボジア工科大
学

相手国名／主
要相手国研究
機関

目標 13. 、目標 6.、目標 17.、目標 2. 関連するSDGs

プロジェクト目標

上位目標

・地球規模の気候変動枠組み（グローバル・メタン・プ
レッジ等）への貢献

・炭素クレジット獲得によるNDCへの貢献

日本政府、社
会、産業への
貢献

・灌漑、排水、GHG排出を最適化した広域水田水管理
モデルの提示

・広域水田のGHGモニタリング・評価手法の提示

科学技術の発
展

・各国の灌漑排水施設の整備水準に応じたICT水管理
手法

・広域水田からのGHGモニタリング・評価手法の国際
標準化のためのデータ提供

知財の獲得、
国際標準化の
推進、遺伝資
源へのアクセ
ス等

・農業分野の気候変動対応研究において国際的に

活躍できる日本人若手研究者の育成

・学生・研究者のインターンシップ教育

世界で活躍で
きる日本人人
材の育成

・国際ワークショップ等の開催を通じた周辺国、国際

機関とのネットワーク構築

技術及び人的
ネットワークの
構築

・灌漑、排水、GHG排出を最適化した広域水田水管理
モデル

・広域水田からの GHG モニタリング・評価手法

・炭素クレジットを活用したインセンティブ創出手法

成果物（提言
書、論文、プ
ログラム、マ
ニュアル、
データなど）

成果の波及効果

プロジェクトの成果が国際機関（JICA、世界銀行、アジア開発銀行、FAO、
メコン河委員会など）で活用される。

成果目標シート

1

公開資料

Ver.170401

【別紙３】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

広域水田水管理

広域水田からのGHG排
出についてのMRV手法
の検討

GHG広域モニタリング インセンティブ創出

炭素クレジットの売却に
よるインセンティブの創
出と活用手法の検討水文モデル、水管理シ

ステムの検証、影響評
価、および普及活動

水文環境の把握・観測
ネットワークの構築、灌
漑排水施設の整備手
法の提案と合意形成、
農民水利組合・関係機
関のトレーニング

水文モデルの構築、
ICTを活用した水管理
システムを用いた間断
灌漑の圃場試験、

広域での適用に向けた
シミュレーション

タワー観測（慣行水管
理）、衛星データ解析お
よび圃場計測

LCAの実施、炭素クレ

ジット獲得のためのプロ
ジェクト形成・有効化審
査

タワー観測のための施
設整備、衛星データの収
集および圃場計測体制
の構築

農家調査等によるミクロ
データの作成とデータ
ベース化,、LCAを適用
するための評価枠組の
作成

タワー観測（間断灌漑）、
ドローン等の移動型プ
ラットフォームによる
GHGモニタリング手法
の試行、衛星データ解
析および圃場計測

炭素クレジット獲得のた
めのプロジェクト実施・
モニタリングレポート作
成・検証


